Lesson 1　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<教授用資料>
観点別評価のポイント例　
1 コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 日本人や日本文化について，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. 外国人から見た日本の評価について自分なりに考えた意見を発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 完了不定詞／to-不定詞の受動態／助動詞＋have＋過去分詞　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. 日本人の自国に対する意識と外国人からの視点が理解できる。

b. なぜ外国人が日本を評価しているのかが理解できる。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 完了不定詞／to-不定詞の受動態／助動詞＋have＋過去分詞 の用法を理解している。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. 日本に対する日本人の評価と外国人の評価の違いについての知識がある。

d. Part 1,2,3で「対比の表現」が用いられていることを理解している。

Lesson 2

観点別評価のポイント例　
2 コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. ユニバーサル・デザインについて，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. 羽田空港や自分の身の回りのユニバーサル・デザインの例について，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。
②表現の能力

a. 前置詞と関係代名詞／形式目的語it　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. バリアフリーとユニバーサル・デザインの違いについて理解できる。

b. ロナルド・L・メイスの考えについて理解できる。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 前置詞と関係代名詞／形式目的語it　の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. 羽田空港の取り組みや松森果林さんの活動についての知識がある。

Lesson 3　

観点別評価のポイント例　
3 コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 世界の食糧事情について，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. Table for Twoの活動について自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 関係副詞の継続用法／関係代名詞の継続用法／進行形の受動態　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. Table for Twoのシステムとその活動内容について理解できる。

b. Table for Twoによってもたらされた効果について理解できる。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 関係副詞の継続用法／関係代名詞の継続用法／進行形の受動態　を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. 外国の食糧事情やTable for Twoについての知識がある。

d. Part 4 で主張の根拠を表す表現が用いられていることを理解している。
Lesson 4　

観点別評価のポイント例　
4 コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. トルコについて，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. エルトゥールル号について自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 完了形の分詞構文／what＋(little/few)＋名詞～／未来完了形　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. エルトゥールル号遭難時の大島の人々の行動の内容が理解できる。

b. イラン・イラク戦争の勃発時にテヘランの日本人をなぜトルコが助けたかが理解できる。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 完了形の分詞構文／what＋(little/few)＋名詞～／未来完了形　の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。
c. エルトゥールル号事件，イラン・イラク戦争に関する知識がある。
Lesson 5　

観点別評価のポイント例　
コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. ロケット開発について，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. 植松努さんの経歴や彼の会社について，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. be＋to-不定詞／句や節を受けるwhich　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. 植松努さんが北海道へ戻ってロケット開発を始めるまでのいきさつが理解できる。

b. 植松努さんが好きではない言葉とその理由が理解できる。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. be＋to-不定詞／句や節を受けるwhich　の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. 日本のロケット開発に関する知識がある。

Lesson 6 
観点別評価のポイント例　
5 コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. ブラジルやその文化について，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. クリティバについて，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 複合関係詞／S＋V(使役動詞)＋O＋C(過去分詞)　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. クリティバが抱えていた都市問題について理解できる。

b. レルネル市長の行った改革とその効果が理解できる。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 複合関係詞／S＋V(使役動詞)＋O＋C(過去分詞)　の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. クリティバや都市の環境問題に関する知識がある。

d. Part 2 で「因果関係」の表現が用いられていることを理解している。

Lesson 7　 

観点別評価のポイント例　
6 コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 落語について，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. 英語の落語について，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. so/neither＋(助)動詞＋主語／as if ～　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a.『しわい屋』の内容が理解できる。
b. 桂かい枝さんの活動の内容について理解できる。
c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. so/neither＋(助)動詞＋主語／as if ～　の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. 落語の特徴や成り立ちに関する知識がある。

Lesson 8　
観点別評価のポイント例　
7 コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. ネルソン・マンデラについて，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. ネルソン・マンデラやラグビー・ワールドカップについて，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 関係代名詞の継続用法(～＋of which [whom])／仮定法現在／結果を表すto-不定詞　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. 南アフリカの人種問題について理解できる。

b. ネルソン・マンデラがどのように南アフリカをひとつにまとめようとしたか理解できる。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 関係代名詞の継続用法(～＋of which [whom])／仮定法現在／結果を表すto-不定詞　の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. ネルソン・マンデラ大統領の改革に関する知識がある。
d. Part 1,3で，「譲歩の表現」が用いられていることを理解している。

Lesson 9　 

観点別評価のポイント例　
8 コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 世界の水問題について，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. NEWaterについて，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 過去分詞の分詞構文／いろいろな仮定法　を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. シンガポールの水事情とNEWaterが作られたいきさつについて理解できる。

b. どのようにNEWaterが作られるのかが理解できる。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。
e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 過去分詞の分詞構文／いろいろな仮定法　の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. NEWaterに関する知識がある。

d. Part 4 でトピック・センテンスを意識してパラグラフを読むことを理解している。
Lesson 10　

観点別評価のポイント例　
9 コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. Less Is Moreという考えについて，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. 桂離宮について，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 付帯状況のwith／関係詞節中に他の節を含む場合／主語の省略 を用いて，正しい文を書くことができる。

b. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

c. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

d. Let’s Talk! やSay It in Your Own Words において，自分の考えを自分の言葉で話すことができる。

③理解の能力

a. ブルーノ・タウトが桂離宮に魅了されたいきさつについて理解できる。

b. 禅と茶道の共通点について理解できる。

c. 各Part の脚注CQ の問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 導入Pre-reading Questions・脚注Listening Quiz を聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 付帯状況のwith／関係詞節中に他の節を含む場合／主語の省略　の用法を知っている。

b. 脚注やKEY LANGUAGE の表現を理解している。

c. 身の周りの “Less Is More” の思想を表現したものに関する知識がある。
Optional Lesson 
観点別評価のポイント例　
10 コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 創造力のある人や創造性について，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. ペアワークなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

b. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

c. Let’s Talk!において，ペアで対話を行い自分の考えを話すことができる。

③理解の能力

a. スタンフォード大学の学生たちが考えたお金の稼ぎ方について理解できる。

b. もっとも成功したグループの発想が理解できる。

c. 各Partの脚注CQの問いに対し，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. 課末のListening Quizを聞き取り，問題に答えることができる。

e. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 課末のVocabularyの表現を理解している。

b. アメリカの大学や授業について知識がある。

Reading　
観点別評価のポイント例　
11 コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. アメリカの学園生活について，知っていることや思っていることを発言しようとしたり，聞こうとしたりする。

b. Gary Sotoについて，自分で調べてきたことを発言しようとしたり，しっかり聞こうとしたりする。

c. Let’s Tryなどのコミュニケーション活動に積極的に参加しようとする。

②表現の能力

a. 本文の内容を簡潔にまとめて話す／書くことができる。

b. 本文を読んで，自分の意見を話す／書くことができる。

c. Let’s Try! において，グループで対話を行い自分の考えを話すことができる。

③理解の能力

a. 登場するキャラクターの特徴について理解できている。

b. ストーリーの展開が理解できている。

c. Additional Questionsなどの質問につき，本文の流れを的確に把握して答えることができる。

d. わからない単語があっても，文脈から推測して文意をとることができる。

④知識・理解

a. 課末の要約文の内容を理解している。

b. フランス語が達者なふりをした少年の心情について理解している。

